多変量非正規モデルにおける推定量の評価 (統計数理研究所 研究活動 (1985年度研究発表会要旨)) by 小西 貞則 & Sadanori Konishi





                    左■1 1             G庇（κ）＝の（κ）一Σ     α、H2、＿1（κ）φ（κ）                    月25プ！
              αj＝亙（σ2－1）j，ノ＝1，2，… ，后
と置くと，次の不等式が得られる．
























               ノ）、（F）＝Pr［〃｛τ”一θ（F）｝＜κ］
の推定である．いま”l r”一θ（F）1の偏りを（ろ、／”），分散を（〃、2），3次のキュムラントを（κ，、／”）





















             可微分統計量の漸近分布について
                                安  芸  重  雄
 ハ，を．二験分布関数とし，r［ハ，］を可微分統計量とする．このとき或る正整数mとm変数関数gが
存在してm刎2（τ［F、］一丁［F1）の極限分布と
                  m
                 ｛              ト∫1…∫㌧（／l，…，／・）茸狐（／1）
の極限分布が等しいことが知られている．ここでβ、（’）＝”（r、（C）一Z），r、は（0，1）上の一様分布の大
きさmのrandomsamp1eから得られる経験分布関数である（FilipPova〔3コ参照）．
 β，、（∠）のマルチンゲール項は
舳）一〃（川イ1＋三m）・・）
と書けて以下のような結果が成り立つ．
定理1．任意のg∈C（［0，11例）に対してん∈C（［0，11吻）が存在して，
